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佐倉里山自然公園整備基本構想
背景・目的 ゾーニング・重点整備区域

基本方針・基本施策

将来像

「私たちがつくる２１世紀の里山自然公園」

１．里山・谷津の景観を保全・再生する
２．農林業によって育まれてきた多様な生き物を保全する
３．身近なふるさとの歴史と文化を次世代に伝える
４．私たちの身近なふるさとを市民とともにつくりあげる
５．自然と人々とのふれあいをとおして健全な身体を育む
６．地球環境を考え私たちのできることを学び実践する 平成20年3月21日

基本施策１．自然環境や景観の保全
基本施策２．生物多様性の保全（ネイチャーポジティブの推進）
基本施策３．自然環境や生物多様性の学び・実践の場の提供

基本方針．みどりの保全

基本施策１．グリーンインフラの推進
基本施策２．心身の健康の推進（ウェルビーイングの向上）
基本施策３．歴史と文化の継承

基本方針．みどりの活用

基本施策１．市民協働の推進
基本施策２．公民連携の推進

基本方針．みどりの共創

・・・保全ゾーン

・・・活用ゾーン
（重点整備区域）

白井作駐車場

畔田駐車場・トイレ

五反目駐車場・トイレ

推進体制

協議会

市民団体 民間事業者

行 政関係機関

庁内連携体制

公園緑地課
生活環境課
農政課ほか

佐倉里山自然公園 整備基本構想

整備基本方針
（平成１９年１０月１日策定）

整備方針や基本計画を踏襲しつつ
下記の視点を反映し、整理・改訂
・グリーンインフラの推進
・ウェルビーイングの視点
・民間事業者との公民連携

整備基本計画
（平成２１年３月３１日策定）



先導的グリーンインフラモデル形成支援

5

計画
P

実行
D

評価
C

改善
A

地方公共団体

PDCAサイクルを円滑に回すためのロード

マップ、アクションプランの作成を支援

活用可能な予算制度の紹介

計画の実行に向けた産官学の協議会設置

関係機関との調整支援

職員のノウハウ蓄積、庁内連携促進のた

めの勉強会の開催支援

地域の取組を評価するための指標や測定方

法の検討を支援

取組②：協議会の設立等による推進体制の確保

資金調達スキーム等の検討支援

アドバイザー（有識者等）の派遣

地域でのイベント支援

参加団体のマッチング

取組①：計画・ロードマップ等
の作成支援

■支援の全体像（イメージ）

概

要

✓国土交通省「先導的グリーンインフラモデル形成支援」は、グリーンインフラに係る取組※において官民連携・
分野横断による先導的なグリーンインフラモデルを形成するための支援を行い、事例の全国への展開を目指しま
す。

✓コンサルタントや専門家を派遣することで、評価方法の検討等による既存取組の発展・評価支援や、計画段階や
事業実施中の取組への体制づくり・事業化に向けたアドバイスの実施等の支援を行います。

モデル地域

取組④：事業評価・効果測定方法
の検討支援

取組③：モデル事業の実施支援

支援メニュー例を踏まえ、支援対象団体の
ニーズに応じた柔軟な支援を実施

※グリーンインフラに係る取組
ネイチャーポジティブやカーボンニュートラルの実現、イン
フラやまちづくりの持続性や質の向上、Well-beingの向上・
健康増進・地域活性化・SDGsの実現等に貢献する取組のこと



先導的グリーンインフラモデル形成支援

≪概要≫
○今年６月、佐倉市が
重点支援団体に選定された。

○国土交通省、コンサルタントや
専門家の派遣を通じた支援を受け、
グリーンインフラの推進を目指す。

≪支援内容≫
１．アクションプランの作成
２．協議会の設置



基本施策１．市民協働の推進
・市民協働による維持管理を推進します。
・市民協働による利活用促進を推進します。

基本施策２．公民連携の推進
・民間事業者による維持管理を推進します。
・民間事業者による利活用の促進を推進します。

基本方針．みどりの共創

先導的グリーンインフラモデル形成支援 取組内容①

基本施策１．自然環境や景観の保全
・適正な維持管理により自然環境や景観を保全します。
・保護区等の認定により自然環境や景観を保全します。

基本施策２．生物多様性の保全
（ネイチャーポジティブの推進）

・希少な生き物を保護します。
・希少な植物を保護します。

基本施策３．自然環境や生物多様性の学び
・実践の場の提供

・環境学習の場として活用します。
・生物多様性への理解を深める活動を実施します。

基本方針．みどりの保全

基本施策１．グリーンインフラの推進
・気候変動の緩和・適応策（カーボンニュートラル）に資
する施策を推進します。
・防災・減災に資する施策を推進します。

基本施策２．心身の健康の推進
（ウェルビーイングの向上）

・自然散策により心身の健康を増進します。
・子どもの自己肯定感を高め、健やかな成長を支援します。

基本施策３．歴史と文化の継承
・農業文化を次世代に伝えます。
・上峠台地の整備により歴史と文化を次世代に伝えます。

基本方針．みどりの活用

基本理念

「私たちがつくる２１世紀の里山自然公園」

１．里山・谷津の景観を保全・再生する
２．農林業によって育まれてきた多様な生き物を保全する
３．身近なふるさとの歴史と文化を次世代に伝える
４．私たちの身近なふるさとを市民とともにつくりあげる
５．自然と人々とのふれあいをとおして健全な身体を育む
６．地球環境を考え私たちのできることを学び実践する 平成20年3月21日

佐倉里山自然公園の将来像

基本方針・基本施策

リーディングプロジェクト

共創プロジェクト
１．＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
２．＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

保全プロジェクト
１．＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
２．＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

活用プロジェクト
１．＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
２．＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

里山自然公園整備全体をグリーンインフラの取組として捉え、里山の持つポテンシャルを最大限発揮し、各基本方針に基づき、まず動き出していく施策を『リーディングプロジェクト』として位置
付けます。このリーディングプロジェクトの事業ステップや連携候補等をまとめアクションプランとして取りまとめる予定です。

将来像「 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 」

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



令 和 ５ 年 ７ 月 １ ３ 日
佐 倉 市 公 園 緑 地 課

庁内連携体制

主な担当課
公園緑地課：保全ゾーン及び活用ゾーンの保全・活用
生活環境課：保全ゾーンの一部（畔田谷津）の保全・活用
農 政 課 ：農林業政策に関すること

主な関係課
企画政策課：関連する政策の総合調整・進行管理に関すること
こども政策課：子育て支援政策に関すること
危機管理課：防災対策に関すること
教育委員会：子どもの教育に関すること

協議会

行 政

公園緑地課
生活環境課
農政課 など

地元団体・市民団体

畔田里山会、下志津ふるさと会
佐倉里山自然公園支援し隊

民間事業者

本構想の理念に賛同いただいた
民間事業者の参加を想定

関係機関

東邦大学医療センター佐倉病
院

東邦大学理学部
東京情報大学

千葉県立佐倉西高等学校
（公財）佐倉緑の基金 など

市民団体

市民団体

公園緑地課 包國（カネクニ） 関係団体

大学・研究機関

先導的グリーンインフラモデル形成支援 取組内容②

？？？



目次

１．佐倉里山自然公園整備事業

２．庁内連携体制



リーディングプロジェクトと庁内関係課

基本施策１．市民協働の推進
・市民協働による維持管理を推進します。
・市民協働による利活用促進を推進します。

基本施策２．公民連携の推進
・民間事業者による維持管理を推進します。
・民間事業者による利活用の促進を推進します。

基本方針．みどりの共創

基本施策１．自然環境や景観の保全
・適正な維持管理により自然環境や景観を保全します。
・保護区等の認定により自然環境や景観を保全します。

基本施策２．生物多様性の保全
（ネイチャーポジティブの推進）

・希少な生き物を保護します。
・希少な植物を保護します。

基本施策３．自然環境や生物多様性の学び
・実践の場の提供

・環境学習の場として活用します。
・生物多様性への理解を深める活動を実施します。

基本方針．みどりの保全

基本施策１．グリーンインフラの推進
・気候変動の緩和・適応策（カーボンニュートラル）に資
する施策を推進します。
・防災・減災に資する施策を推進します。

基本施策２．心身の健康の推進
（ウェルビーイングの向上）

・自然散策により心身の健康を増進します。
・子どもの自己肯定感を高め、健やかな成長を支援します。

基本施策３．歴史と文化の継承
・農業文化を次世代に伝えます。
・上峠台地の整備により歴史と文化を次世代に伝えます。

基本方針．みどりの活用

基本方針・基本施策

リーディングプロジェクトと期待される効果と関係課

共創プロジェクト
１．里山大学の開講
・自然・環境への関心向上
・里山の適正な管理の促進

⇒公園緑地課×生活環境課×農政課

保全プロジェクト
１．OECM(自然共生サイト)の認定
・30by30への貢献
・生態系の価値のPR力向上

⇒公園緑地課×生活環境課

活用プロジェクト
１．バイオ炭×有機農業による地域のCN化
・CN・ゼロカーボンシティ宣言への貢献
・農業振興・オーガニックビレッジ宣言への貢献

⇒公園緑地課×生活環境課×農政課

２．森の中での居場所づくり
・子どもの非認知能力の向上（森のようちえん、プレーパーク）

・地域コミュニティの交流促進

⇒公園緑地課×こども政策課
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リーディングプロジェクト案① バイオ炭づくり

実施主体
• 佐倉市：企画・運営の支援
• 佐倉里山自然公園支援し隊：企画・運営
• 北総クルベジ：バイオ炭づくりの技術的支援
• （公社）佐倉緑の基金：協賛（講師謝礼）

活用されている緑の機能
• 環境保全機能
• 景観形成機能
• 生物多様性機能
• 食糧の生産機能
• 環境教育機能

事業の効果・成果
• 里山環境の保全・再生
• CO2の削減
• 有機農業の推進

実施概要
• 佐倉里山自然公園を拠点として、里山を活用したカーボン
ニュートラルに関する取組みを検討。

• その一環として、バイオ炭によるCO2の削減、気候変動の緩和・
適応策としての有効性を検証するため、試行的に実施。
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リーディングプロジェクト案② 森のようちえん

実施主体
• 佐倉市：活動やプロモーションの支援
• 森のようちえん さくらんぼ：自主保育の実施

活用されている緑の機能
• レクリエーション機能
• 環境教育機能

事業の効果・成果
• こどもの居場所づくり
• 学び、体験機会の提供
• 社会で生き抜く力を身に付ける
• 自己肯定感のを高める

実施概要
• 佐倉市の豊かな自然環境を活かした外遊び活動、野外体験活動
の場の提供。

• 子どもたちが自ら考え、行動して、学ぶことを通じて、子ども
の可能性を引き出す。

（参考）森のようちえん…とは？
自然体験活動を通じた子育て・保育・幼児教育の総称です。
保護者の自主保育により、運営されています。
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リーディングプロジェクト案③ プレーパーク

実施主体
• 佐倉市：活動やプロモーションの支援
• 里山プレーパーク：自主保育の実施

活用されている緑の機能
• レクリエーション機能
• 環境教育機能

事業の効果・成果
• こどもの居場所づくり
• 学び、体験機会の提供
• 社会で生き抜く力を身に付ける
• 自己肯定感のを高める

実施概要
• 佐倉市の豊かな自然環境を活かした外遊び活動、野外体験活動
の場の提供。

• 子どもたちが自ら考え、行動して、学ぶことを通じて、子ども
の可能性を引き出す。

（参考）プレーパーク…とは？
子どもたちの想像力と工夫により、遊びを作り出せる場です。
また、子どものチャレンジ精神を育める場でもあります。
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リーディングプロジェクト案④ 里山大学

実施主体（案）
• 佐倉市：里山大学の運営（業務委託を発注）
• （公社）佐倉緑の基金：里山大学の運営（業務委託を受注）

活用されている緑の機能
• 環境保全機能
• 景観機能
• 生物多様性の確保昨日

事業の効果・成果
• 人材育成による、市民団体の世代交代の促進
• 持続可能な里山環境の保全・活用

実施概要
• 佐倉里山自然公園は多くの市民団体の活動により支えられてい
るが、メンバーの高齢化や世代交代という課題がある。

• 持続可能な里山環境の保全・活用を実現するため、里山活動を
担う人材を育成する。

※現在、令和６年度の実施計画及び予算要求中
※財源は「森林環境譲与税」を充当予定



庁内関係課が役割を果たす

グリーンインフラの推進

人と自然が共生する
持続可能なまちづくり

持続可能なまちづくりの実現に向けて
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